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はじめに 
 
 今日、ごみ問題は、地球環境の保全という大きな課題に直結するものとし

て捉えて行く必要があります。大量生産・大量消費・大量廃棄という今までの

社会経済活動や生活様式を根本から見直すことによって、CO2などの温室効果ガ

スの低減をはじめとした地球環境に配慮した取り組みが求められています。 

国においては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（1970 年）（以下「廃掃法」

という。）の関連個別法として容器包装リサイクル法（1995 年）・建設リサイク

ル法（2000 年）・食品リサイクル法（2001 年）・家電リサイクル法（2001 年）等

を次々に制定し、リサイクルに向けた取り組みを推進し、廃掃法の上位概念と

して循環型社会形成推進基本法（2000 年）を制定するとともに、2008 年には「第

二次循環型社会形成推進基本計画」をまとめ「循環型社会」の構築に向けた動

きを強めています。 

また、東京都においても、2010 年度に今までの廃棄物処理計画を改定し、循

環型社会に向けた新たなステージが示されたところです。 

 町田市は、早くからリサイクルに取り組んできた歴史があります。ビン・カ

ンの分別収集をはじめ水銀電池の回収では、全国的にみても先進の実績があり

ます。しかしながら、プラスチックの資源化では、市民への十分な説明がなさ

れないまま事業を進めたため、市民の理解が得られず未だに資源化が進んでい

ません。こうした状況の中新たに「ごみゼロ市民会議」が発足し、大勢の市民

に参加いただき、市民が自ら取り組めることを中心に議論をし、ごみ問題解決

への提言をまとめていただきました。また、これまでの市民の様々な活動の成

果を継承し、更なる循環型社会を実現することを目的に、廃棄物減量等推進審

議会に一般廃棄物資源化基本計画の策定について諮問しました。 

審議会では 2年余りで 22 回の審議を重ねるとともに、10 回に及ぶ市民意見交

換会や市民アンケートを実施し、またプラスチックごみの収集圧縮実験を行な

いその結果を公表するなど、積極的に活動するとともに市民目線で議論を進め、

温暖化ガスの発生量にも着目するなど様々な視点から検討を重ねてまいりまし

た。 

 この度審議会答申を受け「町田市一般廃棄物資源化基本計画」をまとめまし

た。 この計画名は、燃やすイメージの強い「処理」という言葉を敢えて「資

源化」と言う言葉に変え、あらゆるものを対象として資源化に取り組んでいく

という姿勢を強調したものです。 

今後は市民・事業者・行政の役割分担を明確にし、協働により新たな資源化

への取り組みを具体化していくことになります。まさにこれからが町田市の環

境行政の本番といえます。 

 今後とも市民の皆様のご理解ご協力を頂き、新しい持続可能な資源循環型社

会の形成を図ってまいります。 
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